
写貫首コンクール
芝山はにわ祭の諸行事をテーマと した

写真コ ンクールを開催 し ます 。

窩っ てご応募く ださい 。

●作品… 白黒 ･ カ ラープ リ ン ト (単 ) 四ツ切

●締切 … 平成23年 1 2月 9 日 曲 (郵送、 又 は持

参) ●送 り 先… 〒 2 8 9 - 1 6 9 2千葉県山武郡芝

山 町小池99 2芝山町役場 ま ちづ く り 課内 (芝

山はにわ祭実行委員会) ●発表 ‐ ･ 入賞者に直接

通知の他 、 千葉 日 報紙上 (平成24年 1 月 中旬予

定) ●費…最優秀賞 1 名 、 優秀賞5名 、 特別賞 1 0

名 、 入選20名以内 、 努力賞若干名

　 　

　　 　　　 　 　 　　
E テ ー
航空科学博物館
この航空科学博物柏は 、 多 く の 杜 さ ん 、 と く に少

年 少女の 聟 さ んが 、 航空の こ と 症 よ り 一回凹

解 して も ら う こ とを踊 ってつ く ら れ J . した]師空

に 関する こ と を秦 し みなが ら 、 だれで もが理解

で き 、 さ ら に 関心、の あ る人たちに は 、 専 門的な知

烏錠も /臼 う れる よ う に工夫 して層ホ レてあ り ま す b

殿塚 ･ 姫塚
基山町間辺 に は 沢 多 く の古編が情話されていますが、そ

の 中 で 眠 ら大さ な前方後円箱 であ り 、古墳 D古代後期の

もの と いわれてい ま了 。 ま た 、 この古橋か ら は全国で も

め寸 ら し い 7 l 多 奢! は 【 こわ の行川 が発見され ま し たが 、 こ

れ ら の は にわ は 日△を代 表する もの といわれています 。 至松尾 (R 1 26 )

後援/芝山町、芝 山町議会、芝山町教育委員会、芝山町

観光協会 、 芝山町商工会焔り千葉県観光物産協会、 千

葉県写口連盟、成田国際空港㈱、 日本航空㈱、全 日本空

輸㈱、 日本オーチス ･ エ レベータ 靴の、 コ ク ヨ フ ァニチ ャ

ー㈱ 、 九十九里地域観光連盟 、 芝山町写真同好会

協力ノ ㈱千葉日報社 、 ㈱ 日本カメラ社

(注) 選外作品の返送はご害敵願います 。

入選作品の版権は本会に帰属します 。

う もう こ

S 街道

県
道
大
里
小
池
線S 開局

…ず

芝山古墳 ･ はにわ博物館
博物館には 、 千熊県内か 冨 山± した埴 輪や

古館 時代の考古遺物が娘示され ( い ます .

その ほか胎内では、 復元 された住居な ど に

よって古代をかいま兄る こ とが で き ます 。

芝山公園
自然に囲まnた描写コいた中 に も 、 野孜鰐 、

ミ ニアス レ チ ッ ク な ど碗々な施 設があ り 、

子憤か ら大人まで十分楽 しむ こ と が て き

ま す。 また古蹟は にわ憾物虹や芝山仁王聟

に隣接 して お り 、 歴史文化 に も祝 しの ば す 。

芝山仁王尊
西町フ B I 年 に創建 され た柳 酉 数寄 は 、 古

く か う芝 山仁 王尊 の名 で 呼 び親 し ま n 、

‘‐ 玉 門 に安直 され てい る 仁 王跡似が広く

知 ら れ てい ま す 。 ま た 環 内 に あ う 三髓 燧

も 野 内布教の布形文化財 と uて有名で 日 。
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ベン ト 1 1 軒
･ネス大会
にわ博物m駐車細 ) ‘

芝山千代田駅よ り 無料送迎パス通行 会場 ･ 畦草場循環バス連行
巣閲寮自動中道 ･ 富田イ ンターか う雄で約30分 。

千露東金道 ･ 松尾棚芝イ ン ター~卒で約 1 0分 。

芝山鉄道芝山千代田駅か らバスで約 1 5分。

9 : 0 0~ 1 B : 1 5 芝山文化センター (脂中絹 ) 役獨 (更生食堂) 前
拷第 1 側のみ岡鯨 . 姫塚に停車 し ま娩 ↓ 9 : Do~ 1 7 : 3 5 ↑

殿嫁 ･ 姫奴 一一 芝山仁王噂 ( P 有)

芝山馬山だ山千代 田 噂な り 空港シ T Iルバス通行 メ イ ン 会場仁山会 田1

空き ヤ トルバス 料金 (文簸猪原博暸養護覊

　　　　　 　 　 　
　　　　　　　　　　

ふ れ あ ぃ パ ス 料金 計一轡一 義 於鯉総畠 200円 ･
主催/芝山は - こわ祭実行嚢員会

後援/芝山町 ･ 芝山町観光協会 ･ 千葉県孫

成田国際聖港㈱ ･ 芝山町商工会 ･ 芝

協力/横芝光町 ･ 京成囮鰈鰡 ･ 芝山謀造㈱

千葉県教宵要員会 ･ 鑓千葉県観光物産協会
工会 ･ 芝山町各種団体

お問合せ先/芝山町役甥まちづ く り 課 公0479 一 77 一 39 1 8

2011 ･11 .13に幇ゞ
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【イベン ト 】

古代偉鹸冠
矢お こ り . 古代チーズの広禽節

(芝山古墳は ‘ こ わ 1円物皿 )

ミ ニ S L (芝山公岡駐平明 )

- - - - -

主催/芝山は I こ わ祭実行は只会
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は に わ祭
こ の芝 ; -= 町 に 人 々 が生活 し始め た の は 1 万年以上 も 前 に遡 り っ す ぐ に 受 け と め る 祭です 。 人 間本来 の心 を取 り 戻す こ と --

ま す 。 特 に 古墳時代後期 と 謡われ る 5世紀 中 頃か ら 7 世紀の 初 それ は 、 物 や金を 人生の全て と す る こ と な く 、 心豊か に暮 ら す

頭 に か け て 、 見事 な 文化の簾 を 咲かせた こ と は 、 出土す る は に こ と に ほ かな り ま せん 。

わ や遺物か ら 見て 、 明 ら かです 。 古代 の衣装 を 身 に ま と い 、 心身 を 清め 、 わ だか ま り を 捨て 、

古代 は ま さ し く 大 自 然 と 聞 い 、 共存 し て い た 時代です 。 鼓 し 現代 に現れた古代の れ 1膝 と し て 登場す る 人 々 を 、 感謝 と 尊敬 の

く 、 優 し い 自 然 の rh で 、 人 々 は 力 を合わせ 、 肩 を 寄せあ い なか 気持ち で迎 え る ｢ は に わ 祭｣ 。 町 を あ げ 、 心 を合 わせて こ の祭

ら 暮 ら し て い た の で は な い で し ょ う か 。 自 然 は 人 々 に 豊か な心 を 行 う こ と で 、 私 た ち は忘れ ら れつ つ あ る ｢ふれあ い ｣ の 気持

を 与 え 、 人 々 は 自 然 を 愛 し 、 絶 え ず暖かい心 を 通 わせて暮 ら し ち を 再認識で き る は ずです 。 一つ の 生活共 同体 と も 甘 え る こ の

して い た 時代 . ｢ は [こ わ j は 、 そ ん な 時代 の 人 々 そ の も の な の か 町 を 、 そ し て 暮 ら し て い る 人 々 を 、 お 互い に も っ と 大切 に し て

も し れ ま せ ん . い き た い と 思 い ま す 。 そ れが 自讃 こ わ 劣M な の です .

｢ は に わ 祭 ｣ は 、 そ の よ う な 日 よ 6 こ わ ｣ が語 り か け る も の を ま

. - … . 薹朧藁文盤実割はつり 芝山雛こわ蒙実行襲用眩 僻図 !

1 3 日の はにわ祭
降臨の儀 9 2o~ 1 G oo (殿塚 姫塚) 鞠
古代人の出現

●殿部田お囃子 ●神宮の祝詞 ●古代人の出現

●歓迎の辞 ●国造の御託宣

●町長の誓詞 ●巫女の舞

交歓の儀 1 0 ' 45~ 1 1 ･ 45 (芝山仁王噂)
古代人の来臨を仰ぎ歓迎の法要と現代人との交歓

●古代人来臨 ●歓迎法要 ●巫女の舞

●白桝粉屋踊

行列の価 ー 3 00~ 1 3 ' 40 (芝山臨 戦瞭芝山公園)
古代人の一族が勢揃い し 、 行列を行う

●古代人の行列 ●子どもはにわみこ し

9 障

歓迎の価 1 4 : oo~ 1 4 : 鍵 (勢槻群甥 鱸古代人と現代人との交流
0 0

●委員長あいさつ ●歓迎の言葉 ●巫女の舞 ●白桝粉屋踊

昇天の価 1 6 ' oo~ 1 6 ･ 30 (芝山公園芝鉱場)
古代人がメ ッ セージを残 して昇天する

●かが り 火 ●現代人、 古代人のメ ッ セージ交換 ●昇天

ご 主導語-蕊団菌誘惑ゞ""‐ 亀 説 - 粁函館転逕蕁丸 一 ;ない - - ･マ ー 一 考1
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一 円事務誠 心

　 　 　　 　

　　　　　　　 　　 　
離郷覇 童毅蚤きれれ"繊 弱熱》

. ･接ぎ鸚 薹霧裁き轉国臆 転 蝋 岬　 　 　　 　 　　 　　　 　 　 　　

メインステージイベント 1 o bo~ば 。。 芝山千代田駅よ り 無料送迎バス通行9 : 00~ 1 8 : 1 5 床 第 1 便のみ殼嫁 館動脈に停車 し ます。

●歌謡シ ョ ー ●踊 り 等

協賛イ ベン ト 1 3 日○

産業祭･文化祭･商工まつ り .古代体験村 1 0 : 00~ 1 5 : 00 (芝山古墳I割こわ博物館)勾玉づ く り 、 火お こ し 、 古代チーズの試食等

■産業祭 9 : 0 0~ 1 6 : 30 (芝山公園芝生広場) ■ミニ動物園 (芝山公園芝生広場) ■ミニ SL (芝山公園駐車場)
●地元産品即売 ●もちつき大会 ●ミニ動物園

■文化祭 (= / 1 2~20) 9 : 0 0~ 1 7 : oo (役場脇中央公民館) ■芝山ギネス大会 (芝山古墳はにわ博物館駐車場)
■商工まつ り 1 0 : oo~ 1 6 : oo (芝山公園芝生広甥) (種目 ) 将棋積み 、 輪ゴム通 し!｣ 、豆運び 、 ザ . we i ght、突蝶三銃士、 フ リ ー ス ロー (バスケ ) 、 ダイ スス ロー
●スタンプ福引大会 ●ウル トラ クイ ズ ●大モチ投げ大会 ス ト ラ ッ ク ア ウ ト (野球) 、 キ ッ ク ターゲ ッ ト (サ ッ カー)

輝か し い未来に 向 か っ て

話町対 馬 “ … %げざ手 キ ミテ 国造の御託宣 二叩きrてち字だ皰ち群fき
人心荒ぶ り 、 混迷度を増す今の世なれは 、 我等が故郷 こ こ芝山 に 朋を神と崇め し 、 平け く 安 らげきこ、もて事に当たれ 。

ん 込

J ･付載　　　　　 　　
　 　　　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　

　 　　　　 　　 　 　　　 　I ｣‐ ‘ - - - i

は にわ祭 り を起こさ しめ 、 人々 に我等の念を伝え示さん 。 澄み切れる大気の中 、 緑濃き野山の内よ り 浪々と満水湧き出で 、

今の世を去る こ と暹かなる 昔 、 我が同朋心を合わせ 、 力を尽 く し 集ま り て川とな り大海にそそぐ 。
なん し ･ご と , と き

園起 こ しを“罰事 。 汝等鞠がすや 、 時空を迎えた酒々たる大地の費歌を。
　 　 　 　 　

即ち荒野を焼き 、 畑地を起こ し 、 浦を穿ちて水田を拓 く . こ の我等 ら が う ま し 送 まほう ばの里をおる がみ守 り て子孫に伝え

か く てこの里に黄金の檜、 波寓する に至れ り 。 よ 。
　 　 　　 　 　 　 　

御子の御干御子 、 我 う の営あのまにま に この う ま しき郷土を守 り 人々 皆志を同 じ う する 同朋 、 心を合わせ 、 仰ける未来のため努め

伝 う 。 うれよ 。

し かる に今人 、 太陽 と大地の広大なる恩恵を忘れ 、 物質文明の築 誠必誹や 、 天に通 じ 、 光明 この地に充ち満たん 。

朱 に酔い しれて 、 自 ら人間の霊｣性を捨て去らんとす 。 さ すれば . やがて人々 これを説えて四方ツ園 に於いて新 し き国造

人々今に し て 自 己の尊厳に気付 く と共に 、 大自然の恵みに感謝す り を"罰酬 に至 り 、 人々、 気高き 日の本の大和の こ ころ に包まれん 。
“ " - 凡 ｣ し ノ コ し 〆 ′ “ ひ ‘ い 、 r ‘ ′ ち び

る の念を起こ さざれば 、 自 縄 自縛 、 遂 に 自 ら作 り し もの に 、 人間存 日 出づる端櫨の国の八百餌の神々 この事を愛で賜うべ し 。

在の根底を奪わるべ し 。 吾れ 、 子子孫孫に この坊を伝へ 、 その浄 ‐業 を促さんが為に招き に

希わ く ば我が子孫 、 人間の本然の姿に立ち返 り 、 自 ら命と呼び 、 応 じて出現せる者也


